
制定

改15

（一報　   二報 　  三報 ） 所    名　 東京 ＳＣ

発生日時 11  月  11 日  17 時  00 分頃

％

（災害発生状況）
 11/11 09:00頃 屋上防水材をスプレー吹付にて作業を開始した。
　夕方頃 車輌所有者が屋上へ上がってこられて、「洗車したが汚れが落ちなく何か工事やってますか」と

発 問合せされた。作業PT：GSC ○が一緒に駐車場の車両を点検したところ防水材付着を確認した。
GSC ○は、洗車とｺｰﾃｨﾝｸ対応の費用を負担する提示をして了承を得ていた。ﾞ

　17:00 駐車場には、他に18台程度の車両が確認されたので GSCで対応する旨の張り紙を貼付けした。
 11/13 17:00頃 店舗様宛に他の被害者から「車両に塗料が付着しているが、西友は知っているか」と問合せ

がされ、副店長からJM:並木へ聞かれたが知らなかったので「事実確認します」と回答した。
　17:10 JM：並木から GSC ○へ問合せ、ﾄﾗﾌﾞﾙが発生し対応していたことが発覚した。

生 　18:00 並木⇒南⇒大森⇒高橋⇒大竹社長へ報告
 11/14 09:30 SC：大森、八巻ST長、南、GSC：若林専務が現地駐車場を訪問。被害車輛は全19台

GSC ○が既に対応していたこと。19台中、12台と対応方法の了解済。連絡が取れていない7台は

11/15(月) 駐車場管理不動産会社へ訪問し対応予定。
　10:00 西友 河瀬店長へ連絡体制の不備を謝罪、今後の施工体制等を報告し店舗と連携を強化で了承

状  11/15 09:00 JM 南が建物ｵｰﾅｰ様を訪問。トラブル発生を報告と謝罪をし了承された。
 11/15 駐車場管理者：カトウ トシオ様を訪問、各契約者様へ通知頂けるので対応方法の回答待ち
　20:50 カトウ様から連絡先情報（合計 20台）を入手、対応方法を確認したリストを作成した。
 11/17 12:00 飛散囲いを作成、作業を11/19・11/22 の2日間で店舗と連携、飛散予防を確認して進めます。
 11/18 18:50 被害車輌の内、対応微調整中 15台、ほか 5台は完了済。

況 作業員の氏名・所属会社名
作業形態

顧  ・店長様へ謝罪と今後の対応を報告、了承された。 ＜事の顛末→最終アクション(顧客対応)を記載＞

客  ・建物ｵｰﾅｰ様へ謝罪と今後の対応を承諾  ・被害車輌への対応とともに工事完了まで店舗と
対  　連携を強化して進めます。
応
そ
の
他

ST長 本社
SC長 ＳＣ
社長 一報のみ    次報あり   次報なし

＊速報時点で判明した事実のみでよい
＊発生後は、社長まで連絡すること（会社対応方針）

＊本帳票は、法律上作成義務があるため必要なものである。
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被　災　者　氏　名

― ― ― ―

家族の状況 住　　　　　所傷病程度年齢 職種 所　属

　家主　・　管理会社　・　近隣　・　店舗　・ 施設責任者　・

発注者 有限会社　宮内 工   期 11/1～12/20 進捗率

10/13着工前会議
10/20近隣挨拶・各所掲示

電話  042-522-3735

事前説明の対象者

事前説明の実施日

　　労働災害  ・  第三者災害  ・  トラブル　　発生報告書　 H 7. 2. 22

H 27.6.15

報告書作成 11 月  18 日  18 時  50 分　

工事名
西友青柳店
屋上駐車場防水工事

所在地 東京都国立市青柳3-8-3

工事番号 210008762 SC,ST長名 高橋誠人

請負額 19,545,455 円（税抜き）

SC,ST名

所属会社
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(株)GSC（２次）   　　　          JM 東京SC   （   次)
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事  前  説  明
実施状況 済

東京ＳＣ

一報受付
時間

社長（不在時：技術調達部長､経営管理部長）

SC長（不在時：ﾏﾈｰｼﾞｬｰ）
処　 理 

16:50
発生時
連絡先

被災者 氏名 新井 康彦
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災害発生状況図（平面図）

月決め駐車場

西友 青柳店

防水材付着状況（車両）駐車車両への貼り紙

防水材付着状況（自転車）駐輪場



災害発生状況図（平面図）

今後のスプレー工法作業用養生囲い（試作）

※施工時は、二重入り口とし、負圧室を通過させ

飛散予防を強化します。

被害車輌一覧 （２０台）



災害発生状況図（平面図）

作業養生囲い 使用状況


